
一般質問を手話通訳
　聴覚に障がいのある方に対し、開かれた議会
を実現するために、平成２１年１２月１１日の一般
質問に手話通訳を試験的に導入しました。�
　傍聴席で、２人１組の手話通訳士が傍聴者と
対面する形で通訳を行いました。�
　次の３月定例会から本格的に実施します。�
　また、補聴器使用の方にも傍聴していただく
ために、１２月定例会の初日から、議場での会議
すべてにおいて、「磁気誘導ループ」システム
を傍聴席に設置しました。�
　�

お問い合わせは伊賀市議会事務局�
0595‐22‐9687　まで

★議場傍聴席にて
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ひとが輝く地域が輝く
～住みよさが実感できる自立と共生のまち～
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質　問

答　弁

・市長の所信表明と庁舎建設につ
いて�

・中心市街地活性化について

庁舎建設について
　市庁舎は地域に溶け込んだ建物。残して長く後世に伝
えてほしいと思いますが、いかがですか。

市民の意見を聞きます
　昭和３９年１０月、旧上野市のシンボルとして市民に愛さ
れていた建物ですが、手狭で、全体の施設が利用しにくく、
また雨漏りも激しいため、私の思いはこの場所で新しく
建設をしたい。庁舎に来られるお客様がどのように考え
ておられるか、市民の皆さまに広報活動をしてご意見を
お聞きいたします。

上田　宗久　議員

質　問

答　弁

質　問

答　弁

・伊賀市の雇用情勢と地域経済�

・活力ある地域社会の実現に向け

て

雇用の確保に貢献している地元業者の活用と支援を

　９月議会で採択された「建設工事入札に関することに

ついて」の７項目を庁内で検討中であるとのことですが、

その進捗状況をお伺いしておきます。

設計図書の電子化は２２年度から運用開始したい

　循環型の地域づくりを行うため可能な限り地元業者の

受注機会を増やせるよう、入札制度検討委員会で鋭意検

討中です。その他の項については市内業者の経営の強化

のため、ダンピング対策の徹底、建設工事の品質確保、

入札の公平性・透明性の確保の面からも慎重に議論を重

ねているところです。目途としては2月中旬にはその経

過と結果について議長宛に提出したいと思っています。

・伊賀市高齢者輝きプランについ

て�

・住みよいまちづくりの推進、高

齢者の移動手段の確保について�

・進捗状況について

条例改正の進捗状況は
　草刈り条例を行政代執行ができる改正の進捗状況に

ついて確認します。

将来的に必要であれば検討します
　雑草に関する市民からの苦情や自治会からの情報提供、

市が独自調査等約９００件弱にのぼります。土地所有者に適

切な管理指導が十分できていない状況の中、現在、正確

な草刈台帳を整備し、課税課と協議を重ねており、効率

的かつ合理性等、詳細を具体的に煮詰めています。この

草刈台帳については、枯れ草の火災予防の観点から伊賀

市消防本部とも共有して運用できるものを目指し、将来

的に必要であれば、伊賀市火災予防条例との一部条項の

統合を含め条例改正も検討します。

第１０回伊賀市議会定例会では、一般質問が１２月８日から
４日間行われ、１７人の議員が市の諸問題について質問をし
ました。質問した項目と質問の一部を紹介します。

一般質問を行った議員
・中岡　久徳　・中谷　一彦　・上田　宗久

・今井　由輝　・森永　勝二　・百上　真奈

・中盛　　汀　・北出　忠良　・空森　栄幸

・桃井　隆子　・近森　正利　・安本美栄子

・稲森　稔尚　・森　　正敏　・馬場登代光

・本城　善昭　・奥　　邦雄

中岡　久徳　議員

中谷　一彦　議員
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質　問

答　弁

・本庁舎建設位置とうえのまちの
活性化について�

・自治会と自治協の役割と今後�
　について�
・伊賀市健診センターについて

自治会と自治協の役割について
　合併して５年、自治会と自治協の組織が、旧上野では
役員兼任等でうまくいっているようですが、旧郡部では
二つの組織がうまくいってないように思います。今後の
対応は。

今年度末をめざし整理していきます
　市内２７０余ある自治会は長年にわたり行政の末端組織と
しての歴史があり、合併によりこの組織をもう少し大き
な単位で自治を行うために地区ごとに自治協をつくりま
したが、行政連絡等の整理が十分できていないため地域
から色々な声が上がっています。今年度末をめざし整理
していきたいと思います。

森永　勝二　議員

質　問

答　弁

・同和事業・同和教育の終結を�
・川上ダム事業の中止を�
・救急医療に関して�
・火災警報器への助成を

２４時間対応の救急医療相談の実施を
　松阪市が「救急相談ダイヤル２４」の事業を始めました。
この事業は市民が事故や病気になったときに専門の医師、
看護師、保健師が２４時間態勢で相談に応じ、わかりやす
くアドバイスするという事業で、今年の１０月から実施し
たものです。１ヶ月で９２３件の相談を受けています。松阪
消防署も安易な軽症の方の救急車の要請が少しずつ減っ
てくるでしょうと言っています。伊賀市も実施すべきだ
と思いますがどうですか。

研究の上、方針をたてます
　松阪市長から直接聞いています。研修させていただい
て方針をたてていきたいと思います。

中盛　　汀　議員

質　問

答　弁

質　問

答　弁

・伊賀市の協働のこれからについ

て�

・審議会について

協働のしくみづくりについて

　伊賀市自治基本条例や総合計画には、たくさん「協働」

と書かれており、市政に市民等が関わってもらう際には、

必要なルールが合併後５年、まだありません。地域福祉

計画の中の検討部会から「協働のしくみ」をパブリック

コメントの後に市に提言されたら、どのように取り扱い

ますか。

伊賀市としての協働のしくみをつくります

　検討部会の提言は、部長級で構成する政策調整会議で

協議し、後期の総合計画にも位置付け、市全体の協働の

しくみとして取り組みます。

・新型インフルエンザ予防接種に

伊賀市独自の助成を�

・就学援助制度の充実を�

・小学校の給食設備の整備�

・農業集落排水事業について

子どもの教育権を保障する就学援助の充実を

　日本の子どもの貧困率は１４．２％。所得格差が教育格差

にならないよう※就学援助の基準を引き上げ、毎月支給に

して生活実態に見合った援助を。

予算が限られており、引き上げは困難と考えます

　生活保護の１．２倍程度の基準を引き上げれば、対象者が

大幅に増え支給額も増大します。予算が限られており、

現在の支給額を維持するためにも引き上げは困難と考え

ます。毎月支給は事務作業が多く、発送費用に年間７０万

円かかるため年３回支給にしました。子ども手当に期待

したいと思います。

※就学援助とは、経済的理由により義務教育の費用にお困りの
方に対し、学用品費や給食費の一部を援助する制度

今井　由輝　議員

百上　真奈　議員
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質　問

答　弁

質　問

答　弁

・政権交代後の農政について�

・市道管理について�

・経済危機対策関係予算について

政権交代後の農業は
　農水省関係における事業仕分けについては、多くの予

算縮減や廃止となりました。２０１０年度の米政策について

の考えを聞きます。

安心できる農業を
　農家の皆様の不安定な状況を一刻も早く解消するよう、

県や水田協議会などのルートを通じて要望していきた

いと考えています。また戸別所得補償制度が導入され

ることから生産目標量を守らなくても転作助成金が全

国一律で実施されるため、伊賀市の農家は助成金が減

少することが予測されます。今後伊賀市の独自性が発

揮できる制度を要望し、特性を生かした農業を展開し

ていきたいと考えています。

・まちづくりについて�

・伊賀市の産業について�

・菜の花プロジェクトについて�

・竹の問題について

販路拡大・物産ＰＲの推進を
　雇用経済状況が依然として厳しい状況の中にあって、

伝統的工芸品（伊賀くみひも、伊賀焼）をはじめ伊賀市

の特産品の販売が伸び悩み、懸念されています。その対

策として、新しい販路拡大が必要ではないかと思いますが。

販路拡大・物産ＰＲに努めます
　販路拡大・物産のＰＲ活動については、伊賀市物産

協会と連携して行っています。今後も伊賀市の伝統的

工芸品・農産品をはじめ地場参品の知名度アップ、販

路拡大のため関係の方々と連携して特に大都市圏での

ＰＲ活動を行っていきます。

質　問

答　弁

質　問

答　弁

・医療について�

・コミュニティバスしらさぎ号に

ついて�

・観光振興について

市民に喜ばれるしらさぎ号に改善を
　平成２０年度実績では、運行日数年間で３６５日・２台のバ

スで外回り環状・内回り環状を走行・運行委託料２，２５６万

円が支払われています。単純に計算しますと１時間にバ

スを利用されるのは数人だけです。利用者を増やすには、

乗りたい人のところへ行き、行きたいところへ走るべき

だと思います。現状と課題についてお伺いいたします。

伊賀市交通体系を見直します。
　現在、代替えバスまで入れますと、多額の費用が使わ

れています。公共交通体系を作るために今、ニーズ調査

を予定。平成２２年度には立ち上げていきます。

・救急医療事業に関して�
・保育の充実についての市の考え

方と将来構想について�
・学校給食に関して

救急医療に関して
　現在インフルエンザ警報が発令され、多くの皆さまが
応急診療所で受診されています。聴診器のみの診察ですが、
早期治療をしていただける大助かりの診療所です。が、
診察後、支払いや薬の処方箋を頂くまで約１時間要します。
待合室も手狭でエンジンをかけて車中で待つ患者さんも
多く、近隣の皆様には夜間ご迷惑となっています。この
現状をどのようのお考えですか。

早急に改善します
　車中で待たれる場合は、周りの住宅の方々にご迷惑を
かけています。土・日曜日には医療スタッフの増員を図
りながら、待ち時間の短縮に努力します。

空森　栄幸　議員北出　忠良　議員

桃井　隆子　議員 近森　正利　議員
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質　問

答　弁

・「自治基本条例」の見直しにつ

いて�

・補助金行政を問う�

・市民が求める医療体制とは

「自治基本条例」の見直しは

　今回、示された「自治基本条例の見直し」（案）は、

現在２つある住民自治組織をどのようにするのか、一定

の方向を示さず作成されたものです。何を基にどのよう

な議論を経て作成されたのですか。

住民自治のあり方の議論が必要

　重要施策であり、庁内の政策調整会議、小会議及び自

治基本条例推進研究会でも議論をしてきましたが、いず

れも「条例の文案に問題はないか」の議論でした。しかし、

本来、見直しは自治会・自治協の組織のあり方が根幹で

あり、その整理がついた上で見直しをすべきです。一定

の方向が出るまでは最終の見直しをずらしていきます。

稲森　稔尚　議員

質　問

答　弁

・認知症支援について�

・公園遊具の安心・安全について�

・保育士・臨時事務職員の待遇改善

について

自治会（区）公園遊具への助成制度を

　自治会設置の公園遊具について、子育て世代から「安

全性は大丈夫なのか」との声がある一方、自治会からは「ま

ちづくり予算削減で苦しい」との実情もあります。市と

して、自治会に対し助成も含めた支援を行い、子どもの

安全と遊び場を守ることはできませんか。

助成制度は行政関与のあり方含め検討します

　旧上野市時代に自治会への助成制度がありましたが、

数十年前に廃止されています。当時と比べ、安全基準の

厳格化、遊具の老朽化など社会情勢の変化もあり、行政

としての関与のあり方を含めて、早急に検討します。

馬場登代光　議員

質　問

答　弁

質　問

答　弁

・芭蕉翁記念館について�

・ふるさと応援寄付金について

芭蕉翁記念館について

　芭蕉翁記念館建設については、検討委員会で一定の方

向が出されたようでありますが、箱物を建てれば人が来

るような甘い考えがあるのではないでしょうか。もう一

度時間をかけて検討するつもりはありませんか。

検討します

　建設時期まで期間がありますので、検討したいと思い

ます。

・台風１８号について�

・格差について�

・定額給付金事業について�

・道路行政について

川上ダムの早期着工と完成を

　台風１８号の豪雨で、高尾や霧生地区に大きな被害が発

生しました。また、前深瀬川が増水し、青山羽根や比土

の一部が冠水、多くの住民が公民館などへ緊急避難しま

した。異常気象の中、豪雨から住民の命を守るためには

どうしもダムが必要です。市長の所見を伺います。

計画実現に努力します

　地球温暖化で予想されない豪雨が世界各地で局地的に

発生しています。この計画は上野遊水地と川上ダムの治

水で伊賀市全体の安全を確保する国の計画で、遊水地だ

けでは目的達成はできません。伊賀市民の安全のため、

国の計画が一刻も早く実現できるように努力します。

安本美栄子　議員

森　　正敏　議員
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◎１２月１４日に開催された、予算特別委員会での様子をお知らせします。

本特別委員会では、平成２１年度一般会計補正予算、１０特別会計補正予算並びに２企業会計補正予算について審査を行いま
した。
今回の補正は、一般会計、特別会計及び企業会計を合わせ、１９億８，８７３万３千円を増額し、補正後の全会計の予算総額は７

６０億１，６１３万５千円になります。
その内容は、各会計を通じ、本年度の人事院勧告の内容に準じた職員給与の改定及び年度内の職員異動や退職予定者に係
る人件費の補正のほか、国、県の補助認証の追加又は変更があった事業や台風１８号に伴う災害復旧事業に係る額などを中心
に補正を行うものです。
また、各施設の平成２２年度の維持管理業務に必要な債務負担行為を設定するとともに、地方債では景気の悪化に伴う法人

市民税の減収を補てんする「減収補てん債」を計上するなど、それぞれ必要な額を見込んだ補正を行っています。

●審査の過程において出された、主な要望や意見について一部紹介します。

・子育て応援特別手当事業について、国の政策転換から事業廃止となり、９千万円の減額となったが、新年度からの子
育て政策については推進してほしい。
・医療問題について市として研究を重ね、早急に対応されたい。
・新型インフルエンザワクチンについて集団接種を検討するように、また対象となる方にケーブルテレビ等を通じ早く
情報提供されたい。
・佐那具千歳線道路改良事業について地権者に理解を求め推進していただきたい。
・人事院勧告に伴う職員人件費の減額について、特別職は減額しても職員は減額すべきでないので反対。
・全体の補正については賛成するが、島ヶ原運動広場整備事業については費用対効果の面から反対。計画については慣
例でなく、しっかりと精査しながら計画していくよう要望し、賛意を表する。

との要望や意見がありましたが、市当局においては、審査を通じて出された指摘事項や要望など十分留意の上、適正
な予算執行をするよう要望しました。

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会

質　問

答　弁

質　問

答　弁

・行財政改革について

・子育て支援について

・農業振興について

・防災・災害対策について

・公共施設の整備について

獣害対策について
　国の事業仕分けでは、獣害対策事業は「地方の判断に

任せる」という結果になりました。地方が主体になって

事業を行う場合、財源がともなうか否か、今の国の情勢

では大変不安です。今後、市の役割はどのようになりま

すか。

事業の継続等国へ要望します
　ここで事業仕分けが、事業を行う市に対して、引き

続き国が支援を行うのか、財源の裏付けなく自治体の

判断で事業を行うのかわかりません。地域が主体とな

るソフト事業やハード事業の実施を支援するとともに、

国に対して事業の継続、大胆な財源移譲を要望したい

と考えます。

・伊賀市立上野総合病院について

・若年層人材の域外流出防止施策に

　ついて

・食の安全、安心について

・国際交流で伊賀米の販路を

・県道上友田・円徳院線の改良工事と進捗状況に

　ついて

市民病院の改革プランの進捗状況は
　伊賀地域の地域医療の中核となって支えてきた市民病

院が、平成１８年の国の医療制度改定と新臨床研修制度に

より、この３年間で負債総額が２倍の１８億６，３００万余円に

拡大しています。経営黒字化の目標年度を平成２６年度と

設定され、体制整備に努力されていますが、その整備状

況をお尋ね致します。

改革プランの遂行に努めます
　医師・看護師の不足が大きな原因です。安全、安心

な地域医療を担う救急・応急診療を含め、医師の補充

と診療報酬請求の積極的な増収をめざして改革プラン

の遂行に努めてまいります。

奥　　邦雄　議員本城　善昭　議員
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総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会

付託　議案６件

付託　議案４件

議案第132号
「伊賀市職員の退職手当に関する条例の一部改正について」�

市の退職手当制度の一層の適正化を図り、退職手当支払
い後、在職期間中に懲戒免職処分を受けるべき行為があっ
たと認められた場合、退職手当の返納を命ずることができ
る制度を設けるための改正です。退職後、退職手当が支払
われる前に、在職期間中に懲戒処分を受けるべき行為があ
ったと認められた場合についても、退職手当の支給を制限
することができ、当該職員が死亡している場合においては、
退職手当の支払い前であれば、その遺族等に対し支給制限
を行い、支払い後であれば遺族等に返納を命ずることがで
きることとしています。�

また、退職手当の支給制限や返納を行う際には、処分を
受ける者の権利保護を図るため、市長の付属機関として審
査機関を置くこととしています。
△委員からは、返納はどの時点までさかのぼるのか、との

質問に対し、�
▼当局から、退職から５年としている、との答弁がありま

した。�
△差し止めや解除の判断はどこでなされるのか、との質問

に�
▼当局から、支払い側が決定する、との答弁がありました。
△また職員の権利はどんな形で守られるのか、との質問に

は
▼行政不服審査制度に基づき、不服申し立てができる、と

の答弁がありました。　

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しま
した。

� 

議案第142号
「電子黒板の買入れについて」�

情報化教育に対応し、授業を効果的・効率的に行うこと
により、わかりやすい授業を実施するため、市内にある３６
の小中学校に各１台の電子黒板を配備するもので、去る１０
月２２日に一般競争入札をいたしました結果、合資会社双葉
器械店が１千５百５７万３千６百円で落札いたしましたので、
同社と購入契約を締結すべく、規定に基づき議会の議決を
必要とするものです。
△委員からは、電子黒板を有効利用していくための対策は、

との質問に対し、�
▼当局からは、各学校の情報教育担当者を対象に操作研修

を４月上旬に実施する。また教育研究センターの研修講
座と連携し、より有効な利用方法を研修していく。更に、
年３ヶ所で実施する研究発表校で、電子黒板を使用した
授業を行う等、すべての教員が使いこなせるようにして
いく、との答弁がありました。

審査の結果、本案は賛成多数で原案どおり可決すべきも
のと決しました。�    

議案第136号
「伊賀市集会施設条例の一部改正について」�

補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律に関し、
耐用年数の経過した、諏訪生活改善センター、中ノ村生活
改善センター、石川集落センター、下高尾多目的集会施設、
青山羽根生活改善センター及び耐用年数が経過していませ
んが、国により地元へ移管の承認をいただきました槇山多
目的集会施設を地元へ移管するにあたり、該当施設を本条
例から削除しようとするものです。
△委員からは、耐用年数の質問があり、�
▼当局から、木造建築は２４年であり、鉄骨建築では３８年

でありますが、２０年度の法律改正で建築後１０年経過し
ていることと、合わせて利用目的を遵守することで移管
されるとの説明がありました。

審査の結果、本案は全会一致で原案どおり可決すべきも
のと決しました。

� 

議案第138号
「伊賀市上水道事業の設置等に関する条例の一部改正について」�

水道事業の一元化により変更となる別表の加入負担金、
特別給水区域、工事負担金及び給水使用料を改めるなど所
要の改正を行おうとするもので、料金体系については、現
在３つの上水道区域、８つの簡易水道区域があり、８種類
の料金体系を持って運営していますが、どの体系も基本料
金と使用料金からなり、基本料金には１０立方メートルの使
用料金を含んでいます。これを伊賀市全域に統一した料金
体系とし、基本料金には使用料金を含まず、量水器の口径
別に基本料金を設定し、使用料金は、１立方メートルの使
用から料金を徴収するよう規定するものです。
△委員からは、料金体系について市民に説明されていない

が、今後どのように進めるのか、との質問に対し、�
▼当局からは、施行日までにあらゆる手段で広報し、また

要望があった地区委員会や自治協にも説明に行く、との
答弁がありました。�

△また、分担金は地区により施行日の前後で格差が生じ不
公平感があるのでは、との質問に対し、�

▼当局から、市民に説明し理解を求めていく、との答弁が
ありました。�

原案の質疑終了後、委員により修正案が提出されました。
修正の理由は、水道料金については市民生活に直結したも
のであることから、十分な市民への理解を得ることが必要
不可欠であり、行政は市民への説明責任を果たすべく、各
地区へ出向き、改正内容について説明され理解を得る時間
を設けるため、条例の経過措置において６ヶ月間、現状料
金とするものです。�
△修正案に対し、委員からは、修正案が可決された場合、

どれくらいの金額の差があるのか、との質問に対し�
▼当局から、料金として３億円の減収、との答弁があり、
△４月１日の施行日までに市民への説明を果たせないのか、

との質問に対し、�
▼当局からは、市民の理解が得られるよう努力する、との

答弁がありました。

審査の結果、全会一致で修正すべきものと決しました。

１２月２日の本会議で委員会に付託された議案について４つの常
任委員会で審査をおこないました。�
委員会で審査された内容を要約して一部紹介します。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会教育民生常任委員会

産業経済常任委員会産業経済常任委員会産業経済常任委員会

付託　議案３件

付託　議案１件

建設水道常任委員会建設水道常任委員会建設水道常任委員会
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議案等の審議結果をお知らせします。

案　　　　　　件 審議結果議案番号 審 議 の 詳 細

臨　時　会
11月24日の第9回臨時会での提出案件は、市長提出議案1件でした。

定　例　会
12月定例会での提出案件は、市長提出議案29件、議員提出議案4件でした。

■市長提出議案

■市長提出議案

議案第117号
伊賀市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例
等の一部改正について

賛成多数　可決

議案第119号
平成21年度三重県伊賀市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第３号）

議案第132号
伊賀市職員の退職手当に関する条例の一部改正に
ついて

議案第133号 伊賀市総合計画審議会条例の一部改正について

議案第134号 伊賀市特別会計条例の一部改正について

議案第131号
伊賀市ペット霊園の設置等に関する条例の制定に
ついて

議案第135号 伊賀市地区市民センター条例の一部改正について

議案第120号
平成21年度三重県伊賀市簡易水道事業特別会計
補正予算（第１号）

議案第121号
平成21年度三重県伊賀市介護保険事業特別会計
補正予算（第２号）

議案第122号
平成21年度三重県伊賀市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第１号）

議案第123号
平成21年度三重県伊賀市公共下水道事業特別会
計補正予算（第１号）

議案第124号
平成21年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計補
正予算（第１号）

議案第125号
平成21年度三重県伊賀市市街地再開発事業特別
会計補正予算（第１号）

議案第126号
平成21年度三重県伊賀市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

議案第127号
平成21年度三重県伊賀市島ヶ原財産区特別会計
補正予算（第１号）

議案第128号
平成21年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計補
正予算（第１号）

議案第129号
平成21年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計補
正予算（第３号）

議案第130号
平成21年度三重県伊賀市浄化槽事業特別会計補
正予算（第１号）

賛成多数　可決 賛成しなかった議員：本城

議案第118号
平成21年度三重県伊賀市一般会計補正予算
（第４号）

賛成しなかった議員：森永、中岡、松村、本城、百上
反対理由：職員の給与を下げることは景気をますます悪
化させ、賃下げの悪循環をまねく。（森永）

賛成しなかった議員：森永、中岡、安本、桃井、前田、渡久
山、本城、百上、稲森
反対理由：職員の給与関係について、職員の就労環境
を守るため（安本、本城、百上、稲森）
人事院勧告はルール違反。景気回復せず悪循環をまね
く。（森永）

賛成多数　可決

全会一致　可決

議案第137号
伊賀市水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

賛成多数　可決 賛成しなかった議員：奥、今井

議案第136号 伊賀市集会施設条例の一部改正について
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■議員提出議案

議案第140号 指定管理者の指定について 賛成多数　可決

賛成しなかった議員：森永、百上、稲森
反対理由：委託された世話人の身分が保障されるべき。
指定管理そのものについても反対。（森永）
市長が認める特例で指定管理者を決めるのは不透明な
部分がある。また、指定管理者から委託される世話人は
直接雇用をすべき。（稲森）

全会一致　可決

議案第138号
伊賀市上水道事業給水条例の一部改正に対する委
員会修正案について

賛成多数
修正可決

賛成しなかった議員：森永、森岡、奥、今井、百上、中井、
上田、稲森、生中
反対理由：水道料金の一元化を市民に十分説明するこ
とには賛成だが、期間を半年先延ばしにするだけで、料
金体系については変わらず市民の負担が大きい。（百上、
稲森）
公共料金は地域がすべて公平でなければならないが、
半年先延ばしすることによって、料金の高い地域は払っ
ていかなければならない。（今井）

議案第139号
伊賀市簡易水道事業施設整備基金の設置、管理お
よび処分に関する条例等の廃止について

議案第145号 教育委員会委員の任命について 全会一致　同意

議案第146号 人権擁護委員候補者の推薦について 全会一致　同意

賛成多数　可決 賛成しなかった議員：奥、今井

議案第138号 伊賀市上水道事業給水条例の一部改正について 賛成しなかった議員：森永、森岡、百上、稲森
賛成多数

修正部分を除く
原案可決

発議第9号
保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書（案）
の提出について

全会一致　可決

発議第10号 非核三原則の法制化を求める意見書（案）について 全会一致　可決

発議第11号
インターネット上における実写画像を用いた地図検
索サービスに関する規制、法整備等を求める意見
書(案)の提出について

全会一致　可決

発議第8号 松村頼清議員に対する辞職勧告決議(案)について 賛成しなかった議員：北出、空森、田山　　退席：岩田賛成多数　可決

議会運営委員会によって選任された6名の委員による議員政治倫理審査会における審査結果の概
要を政治倫理条例施行規則第7条により、次のとおり公表します。

松村頼清議員に係る伊賀市議会議員政治倫理審査会報告

10月9日、議長から選任された６名の委員による伊賀市議会議員政治倫理審査会における審査の経緯と結
果について、以下報告します。
当審査会は、議長から伊賀市議会議員政治倫理条例（以下「条例」という。）第６条の規定に基づき、「新
聞報道による不祥事（子ども会主催のスキー旅行代金の私的流用）」として、10月7日付けで提出された調
査請求について、条例第３条に違反するおそれがあるとのことで審査を付され、今日までに7回の審査会を
開催し、慎重審査を行ってきたところです。
審査の経緯につきましては多岐にわたることから、概要報告といたします。
10月15日に開催した第1回審査会においては、会長に前田孝也、副会長に森永勝二君を互選し、今後の進

め方などについて協議を行ったところです。
協議の中において、市民からも早急に事実を究明することが望まれており、12月議会までに当審査会の結

果を出すことで意思決定され、松村議員に対し、参考人として出席を求め、まず請求のあった内容について、
事情聴取することとなりました。

議員政治倫理審査会議員政治倫理審査会

議案第143号 字の区域の変更について

議案第144号
教育用情報機器（パソコン・周辺機器)一式の買入
れについて

議案第141号 地上デジタル放送対応テレビの買入れについて

議案第142号 電子黒板の買入れについて
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10月22日開催の第2回審査会においては、松村議員に事情聴取を行いました。
松村議員によると「スキー旅行については、平成15年度から毎年1回、これまでに6回実施している。19年
度、20年度の領収書は残っており、自分が参加者を訪問し決算報告をしたが、それ以前の年度については報
告していない。スキー旅行の会計報告は、子ども会役員には領収書等を見せて報告している」とのことでし
た。
議員全員懇談会（9月29日開催）において、松村議員は「有志が集まって行った」と発言し、子ども会と

は無関係である旨を主張しているが、一方では、スキー旅行の案内は子ども会会長の名前で通知されている
ため、この点についての認識を確認すると、「子ども会ということの方が呼びかけやすいことと、保険の適
用が受けられること等から、便宜上、通知を子ども会会長の名前で行ったが、スキー旅行は当初有志で計画
したものであり、認識としては子ども会行事ではなく、任意の行事である」とのことでした。
スキー旅行の会計責任については、「役員が会費を参加者から集め、自分が会計を全て管理していた」と

のことでした。
「１年半支払が遅れていた19年度のバス代と、半年支払が遅れていた20年度のバス代の合計約35万円は何
に使ったか」との質疑に対しては、「覚えていない」とのことでした。
また、「新聞記事で『着服』『流用』という記事があるが、自身の認識はどうか」との質疑に対し、「支

払いが遅れただけとの認識である」とのことでした。
10月27日開催の第３回審査会では、神戸子ども会役員３名から聴き取りを行いました。
冒頭、当人から地区との関係もあり、氏名等が出ると困るので非公開としたい旨の申し出があり、審査会

において協議したところ、参考人の保護や個人のプライバシーの観点から、全会一致で非公開としました。
スキー旅行の会計報告については、「今まで報告されたことはなく、今回の件があって平成19年、平成20

年及び平成21年1月に実施したものについて、参加者に決算報告書と残金ということで大人175円、子供145
円が配られたが、特に説明はなかった」とのことでした。
「子ども会主催であったのか」との質疑に対し、「本部役員が会議を行ったり、夜遅く集まって集計した

り、旅行当日は朝食を調達したりと、役員として作業分担を行っていたため、子ども会行事と認識している。
新聞記事に掲載された『任意行事』との松村議員の発言については、納得できない」とのことでした。
会計管理の実態については、「スキー参加費は役員が集金し、松村議員に全て預けていた」とのことでし

た。
報道関係者より、役員の１人が、松村議員から電話で「政倫審であることないこと言われたら困る。事前

に打ち合わせをしよう」と迫られたと聞いたので、事実確認を行い適切な対応を求める旨の申し入れが、10
月28日付けで議長及び正副会長宛にありました。
このことについて、10月30日、正副会長により報道関係者に確認を行い、その上で松村議員に事情聴取を

行ったところ、「そのようなことは言っていない」とのことでした。
11月2日開催の第4回審査会では、神戸子ども会より借用した書類のコピーにより双方の内容確認を行うと

ともに、10月30日の事情聴取内容を報告し、正副会長により再度、神戸子ども会役員3名から聴き取りを行
うことが決まりました。
11月7日、神戸子ども会役員３名から聴き取りを行ったところ、「松村議員から10月7日に役員を集めるよ
う1回目の電話があったが、集まれないと断った」「10月16日の朝に2回目の電話があり、約1時間電話を切
ってくれず、その時に『政倫審であることないこと言われたら困る。事前に打ち合わせをしよう』と言われ
たことは事実である」とのことでした。
11月12日開催の第５回審査会では、11月7日に行った正副会長による神戸子ども会の役員への聴き取りの
状況を報告するとともに、これまでの双方の内容確認を行いました。
11月17日開催の第６回審査会では、松村議員と神戸子ども会役員からの聴き取り内容との相違点等につい

て、再度、松村議員から事情聴取を行いました。
役員が子ども会行事と認識されているスキー旅行について、再度、認識を問うたところ、「子ども会参加

行事として認識している」とのことでした。
また、平成20年度のスキー旅行参加者数について、松村議員が作成した決算書では57名、役員の認識は67
名と参加人数に違いがある点については、「申込み後に不参加となった方がいたためではないか」とのこと
でした。
また、松村議員は参加費を支払っているのかとの質疑に対し、「支払っている」とのことでした。
3年間分の決算報告について、「役員から『一切説明は無かった』と聞いたがいかがか」との質疑に対し、

「参加者宅を訪問し、本人若しくは家族に説明した」とのことでした。
バス会社への支払いが遅れていた点について、再度認識を問うたところ、「迷惑をかけたことは深く反省

している」とのことでした。
また、スキー旅行の返金額については、「残金から割り戻した金額である」とのことでした。
役員に2万円の支出を依頼した理由については、「はっきり覚えていないが、毎年スキー旅行の赤字分を

副会長が支払っており、何らかのお礼ができないかと思い、相談したものであると思う」とのことでした。
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報道関係者からの申し入れ内容については、「役員から『圧力があった』と確認したがいかがか」との質
疑に対しては、改めて「スキー旅行の報告をさせてくれと申し出たが、そういったことは一切無い」とのこ
とでした。
「なぜ会計管理を1人で行ったのか。公人であるなら尚更、他の人に行ってもらうのが適切ではなかった

か」との質疑に対し、「18年度までは他の人が行っていたが、役員がスキー旅行に参加していなかったので
次の人選が難しかった」とのことでした。
バス会社からバス代を請求されていたにもかかわらず、何故1年半も支払わなかったのかとの質疑に対し、

「友達と思っており、認識が甘かった」とのことでした。
約35万円の使途については、改めて「何処へ使ったかは覚えていない」とのことでした。
11月19日開催の第7回審査会では当審査会としての松村議員に対する措置を決定するにあたって、各委員

の意見を求めたところです。
委員からは、「議会基本条例に基づき議会運営を行っているにもかかわらず、こうしたことは非常に問題

がある。辞職勧告すべきだ。」「議会報告会等での市民の意見は、議員として行ったことは許しがたい。辞
職勧告が望ましい。」「子どもたちや保護者の信用を著しく失墜させたことは許される行為ではない。辞職
勧告に値する。」「預かったお金を私用に利用したことや、当審査会において事実を明らかにし、きっちり
とした釈明がなされていないことからも辞職勧告が望ましい。」などの意見が出されました。
これらのことを踏まえて、採決の結果、全会一致により審査会として次のような結論に達しました。
松村頼清議員には前述した事実から、夢ある子どもたちの会費を私的に流用したことは明らかであり、公

人としてあるまじき行為である。
よって、市民全体の代表者である市議会議員として、その品位と名誉を損なうものであると認められ、特

に市議会議員としての倫理観が欠如していると言える。
これらの理由により、松村頼清議員には条例第3条第1項第5号に抵触するものであり、議長において政治

倫理基準に違反したと認められる議員に対して、議会の名誉と品位を守り市民の信頼の回復する処置を定め
た条例第9条により、『議員の辞職勧告』の措置を講じられんことを付言し、報告とします。

平成21年11月19日
伊賀市議会議長　坂井　悟　様

伊賀市議会議員政治倫理審査会　　
会長　前田　孝也

議長において上記の報告を受け、松村頼清議員に対して、次の文書を手渡しました。

伊賀市議会議員　松　村　頼　清　様
伊賀市議会議長　坂　井　　悟　　　

貴殿に対し、「新聞報道による不祥事（子ども会主催のスキー旅行代金の私的流用）」として、伊賀市議
会政治倫理条例（以下「条例」という。）第3条に違反するおそれがあるとのことで、条例第4条の規定に基
づき、平成21年10月7日付、調査請求書が提出され、政治倫理審査会に審査を付したところであります。
11月19日付、同審査会会長から、夢ある子どもたちの会費を私的に流用したことは明らかであり、公人と

してあるまじき行為である。
よって、市民全体の代表者である市議会議員として、その品位と名誉を損なうものであると認められ、特

に市議会議員としての倫理観が欠如していると言える。
これらの理由により、条例第3条第1項第5号に抵触するものであり、本職に対し、「議員の辞職勧告」の

措置を講じられたいとの報告がありました。
ついては、本職においても報告書にある貴殿の行為は、市民全体の代表者である市議会議員としての品位

と名誉を損なう行為と考え、条例第９条に基づき、議会運営委員会の同意を得たので、次の措置を講ずるも
のとする。

記

１．貴殿に対し、「議員の辞職勧告」を行う。




